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「話したい」・「聞きたい」・「考えたい」を引き出す授業の実現 

～思考ツールを活用した系統的・教科横断的な授業改善を通して～ 
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１．A校の授業研究の実態と課題 

過去５年間の全国学力・学習状況調査によると、協働

的な学びを通して課題解決をする力や、主体的に学びに

向かう力など、「主体的・対話的で深い学び」の基礎と

なる資質・能力が継続的に全国平均を下回り続けている

ことがわかる。学区を同一とする小学校（B 小学校）で

も同様の傾向が見られ、これは地域的課題であるとも言

える。現状の改善のため、定期テスト前の補習、長期休

業中の学習会、家庭学習用の課題の提供、個別指導等の

努力を重ねてきたが、この点については大きな改善は見

られていない。平成26年度より、A校とB校は系統的・

教科等横断的な授業改善を目的として、小中共同研究会

「学びづくり」を発足させた。しかし、小・中学校が相

互に授業参観をするのみで、課題の解決に向けた具体的

な手立ては講じることはできていない。 

 

２．先行研究 

 国立教育政策研究所の全国学力・学習状況調査報告書

によると、「日常的に探究的な学習に取り組んでいる生

徒ほど正答率が高い」という結果が見られる。『授業を

磨く』（田村学 2015）に記された思考ツールを活用し

た授業実践から、「主体的・対話的で深い学び」の実践

に向けた知見を得ることができる。 

 

３．研究の目的 

 系統的・教科等横断的な「主体的・対話的で深い学び」

の実現のため、小・中学校が連携して思考ツールを活用

した課題解決型の授業を実践し、その効果を検証する。

また、「主体的・対話的で深い学び」が実現された生徒

の姿を具体的にイメージできるようにするため、「話し

たい」・「聞きたい」・「考えたい」という３つの言葉

をキーワードとして設定する。 

 

４．課題解決方法 

平成31年度より、A校がある町の指導主事を拝命し、

研修及び各校の校内研究の指導・助言という形で研究に

関わることになった。教育研究所を核として、思考ツー

ルを活用した「主体的・対話的で深い学び」を各校に広

げ、系統的・教科等横断的な授業実践を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           次年度へ 

 

５．結果と考察 

 「主体的・対話的で深い学び」のイメージが町内各校

で共有され、系統的・教科等横断的な授業改善がなされ

たことが示唆された。次年度以降は、指導主事として研

修をさらに充実させ、各校への校内研究への関わりを深

めていく。 
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第1回教育研究所総会（４月25日）  

前年度の全国学状の分析結果から町の抱える課題の共有 

第２回教育研究所総会（２月18日）  

今年度の全国学状の分析結果から町の抱える課題の共有 

 

第１回学びづくり担当者会（小中共同研究・相互授業参観） 

第２回学びづくり担当者会（小中共同研究・相互授業参観・学状の分析） 


